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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成25年10月10日(2013.10.10)

【公開番号】特開2012-51200(P2012-51200A)
【公開日】平成24年3月15日(2012.3.15)
【年通号数】公開・登録公報2012-011
【出願番号】特願2010-194748(P2010-194748)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｊ   2/175    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０２Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成25年8月27日(2013.8.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明のバルブユニットは、記録ヘッドに接続される圧力室と、インクタンクに接続さ
れる供給路と、前記圧力室と前記供給路との間を開閉可能な弁体と、前記弁体を閉動方向
に付勢する付勢部材と、前記圧力室内の負圧が所定以上となると前記付勢部材の付勢力に
抗して前記弁体を開動させる可撓性フィルムと、を含む圧力調整機構を複数備え、第１の
方向において互いに隣接するように前記記録ヘッドに対して前記第１の方向と交差する装
着方向から複数装着可能なバルブユニットであって、前記複数の圧力調整機構の内の少な
くとも１つにおける前記可撓性フィルムは、前記第１の方向における前記バルブユニット
の一側面に配備されて、前記圧力室内の圧力に応じて前記一側面の外方に突出し、複数の
圧力調整機構の内の少なくとも１つにおける前記可撓性フィルムは、前記第１の方向にお
ける前記バルブユニットの他側面に配備されて、前記圧力室内の圧力に応じて前記他側面
の外方に膨出し、前記一側面および前記他側面に配備される前記可撓性フィルムは、それ
らを前記一側面および他側面に沿う第１の面に投影したときの投影図の一部が重なるよう
に位置し、前記複数のバルブユニットが前記記録ヘッドに装着されて、前記第１の方向に
隣接する２つのバルブユニットの内、一方のバルブユニットの前記一側面と他方のバルブ
ユニットの前記他側面とが対向し、かつ前記２つのバルブユニットにおける前記複数の圧
力調整機構の前記可撓性フィルムが外方に最大に膨出したときに、前記一方のバルブユニ
ットの前記一側面に配備された前記可撓性フィルム、および前記他方のバルブユニットの
前記他側面に配備された前記可撓性フィルムは、それらを前記第１の面と直交する第２の
面に投影したときの投影図の少なくとも一部が重なるように位置することを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録ヘッドに接続される圧力室と、インクタンクに接続される供給路と、前記圧力室と
前記供給路との間を開閉可能な弁体と、前記弁体を閉動方向に付勢する付勢部材と、前記
圧力室内の負圧が所定以上となると前記付勢部材の付勢力に抗して前記弁体を開動させる
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可撓性フィルムと、を含む圧力調整機構を複数備え、第１の方向において互いに隣接する
ように前記記録ヘッドに対して前記第１の方向と交差する装着方向から複数装着可能なバ
ルブユニットであって、
　前記複数の圧力調整機構の内の少なくとも１つにおける前記可撓性フィルムは、前記第
１の方向における前記バルブユニットの一側面に配備されて、前記圧力室内の圧力に応じ
て前記一側面の外方に突出し、
　複数の圧力調整機構の内の少なくとも１つにおける前記可撓性フィルムは、前記第１の
方向における前記バルブユニットの他側面に配備されて、前記圧力室内の圧力に応じて前
記他側面の外方に膨出し、
　前記一側面および前記他側面に配備される前記可撓性フィルムは、それらを前記一側面
および他側面に沿う第１の面に投影したときの投影図の一部が重なるように位置し、
　前記複数のバルブユニットが前記記録ヘッドに装着されて、前記第１の方向に隣接する
２つのバルブユニットの内、一方のバルブユニットの前記一側面と他方のバルブユニット
の前記他側面とが対向し、かつ前記２つのバルブユニットにおける前記複数の圧力調整機
構の前記可撓性フィルムが外方に最大に膨出したときに、前記一方のバルブユニットの前
記一側面に配備された前記可撓性フィルム、および前記他方のバルブユニットの前記他側
面に配備された前記可撓性フィルムは、それらを前記第１の面と直交する第２の面に投影
したときの投影図の少なくとも一部が重なるように位置することを特徴とするバルブユニ
ット。
【請求項２】
　前記可撓性フィルムは、外方に向かって突出する凸形状であることを特徴とする請求項
１に記載のバルブユニット。
【請求項３】
　前記可撓性フィルムは、前記圧力室の開口部に形成されたフィルム固定面に取り付けら
れることを特徴とする請求項１または２に記載のバルブユニット。
【請求項４】
　前記可撓性フィルムは、外方に向かって突出する円錐台形状であり、
　前記一方のバルブユニットの前記一側面に配備された前記可撓性フィルムの中心と、前
記他方のバルブユニットの前記他側面に配備された前記可撓性フィルムの中心と、の間の
距離Ｐと、前記一側面上および前記他側面上における前記可撓性フィルムの直径Ｄ１は、
Ｐ＜Ｄ１の関係にあり、
　前記一方のバルブユニットの前記一側面と前記他方のバルブユニットの前記他側面との
間の距離Ｌと、外方に最大に膨出した前記可撓性フィルムの前記一側面および前記他側面
から高さＨは、Ｌ＜２Ｈの関係にあり、
　外方に最大に膨出した前記可撓性フィルムの上面の直径Ｄ２は、Ｄ２＜Ｄ１－２Ｈ（Ｄ
１－Ｐ）／Ｌの関係にあることを特徴とする請求項１から３のいずれかに記載のバルブユ
ニット。
【請求項５】
　バルブユニットによって圧力が調整されたインクを吐出可能なインクジェット記録ヘッ
ドであって、
　請求項１から４のいずれかに記載のバルブユニットを複数装着可能な装着部と、
　前記複数のバルブユニットにおける前記圧力調整機構の前記圧力室に接続されて、前記
圧力室から供給されるインクを吐出可能な吐出部と、
を備えることを特徴とするインクジェット記録ヘッド。
【請求項６】
　インクを吐出する吐出部と、
　前記吐出部に接続された圧力室と、前記圧力室内の圧力に応じて変形する可撓性フィル
ムと、を含む圧力調整機構を備えた第１のバルブユニットおよび第２のバルブユニットと
、
　前記第１のバルブユニットおよび前記第２のバルブユニットが第１の方向に隣接して装
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着される装着部と、
を有するインクジェット記録ヘッドにおいて、
　前記第１のバルブユニットと前記第２のバルブユニットとの互いに対向する面には、前
記圧力調整機構が夫々設けられており、
　前記第１のバルブユニットおよび前記第２のバルブユニットの夫々の前記可撓性フィル
ムは、前記夫々の可撓性フィルムが外方に最大に突出したときに前記第１の方向に直交す
る第２の方向において少なくとも一部が重なるように位置することを特徴とするインクジ
ェット記録ヘッド。
【請求項７】
　前記可撓性フィルムは、外方に向かって突出する凸形状であることを特徴とする請求項
６に記載のインクジェット記録ヘッド。
【請求項８】
　前記可撓性フィルムは、前記圧力室の開口部に形成されたフィルム固定面に取り付けら
れることを特徴とする請求項６または請求項７に記載のインクジェット記録ヘッド。
【請求項９】
　前記可撓性フィルムは、外方に向かって突出する円錐台形状であり、
　前記第１のバルブユニットの前記対向する面に配備された前記可撓性フィルムの中心と
、前記第２のバルブユニットの前記対向する面に配備された前記可撓性フィルムの中心と
、の間の距離Ｐと、前記第１のバルブユニットおよび前記第２のバルブユニットの前記対
向する面上における前記可撓性フィルムの直径Ｄ１は、Ｐ＜Ｄ１の関係にあり、
　前記第１のバルブユニットの前記対向する面と前記第２のバルブユニットの前記対向す
る面との間の距離Ｌと、外方に最大に膨出した前記夫々の可撓性フィルムの前記対向する
面から高さＨは、Ｌ＜２Ｈの関係にあり、
　外方に最大に膨出した前記可撓性フィルムの上面の直径Ｄ２は、Ｄ２＜Ｄ１－２Ｈ（Ｄ
１－Ｐ）／Ｌの関係にあることを特徴とする請求項８に記載のインクジェット記録ヘッド
。
【請求項１０】
　前記第１のバルブユニットおよび前記第２のバルブユニットの前記対向する面と反対側
の面には別の前記圧力調整機構が夫々備えられていることを特徴とする請求項６から９の
いずれかに記載のインクジェット記録ヘッド。
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